
　木造都市研究会「木愛の会」では、これまで、木造都市実現に
向けた様々な取り組みを紹介し、議論を深めてきました。過去の
「あいち木造ミーティング」では、木材の生産側（川上）と、木
材の消費側（川下）をいかに繋ぐことができるか、課題を明らか
にして、議論を展開してきました。そのなかでも、川下で木材の
付加価値を高める様な取り組み、木造建築の可能性をさらに切り
開く様な新たな構想や、まちづくりに展開し、市民に理解される
様な取り組みが重要と考えられます。
　そこで今年は、近年名古屋に誕生した「高架下」を活用した木
造事例を題材として、木造建築の新たな可能性や、都市の変容へ
の影響、まちづくりへの展開を実践した取り組みをご紹介いただ
き、議論を通じて、「高架下」から木造都市を展望します。

木造都市研究会「木愛の会」ホームページ　http://www.kiainokai.net/index2.html

趣旨説明 谷口元（木愛の会会長）10分

講演１ ささしま高架下オフィス
（高野洋平・森田祥子 / MARU。architecture）25 分

講演２ 瀬戸線高架下　SAKUMACHI 商店街
（伊藤太一 / EIGHT DESIGN）25 分

ディスカッション モデレーター / 太幡英亮（木愛の会世話人・名古屋大学）
　　　　　　    坂口大史（木愛の会世話人・日本福祉大学）50分

まとめ 清水秀丸（木愛の会代表世話人・椙山女学園大学）10分

参加費 会員・学生 無料、会員外 2000 円

申込先 氏名・所属先（学生か社会人か）・連絡先を明記のうえ、メールにてお申し込みください。
木愛の会事務局　kiainokai@gmail.com

瀬戸線高架下　SAKUMACHI 商店街／ EIGHT DESIGN

ささしま高架下オフィス／MARU。architecture

あいち木造ミーティング 2022

2022/12/18 (SUN) 14:00 ～ 16:00
at ウインクあいち 1204 室 / 名古屋市中村区名駅４丁目 4-38

シンポジウム内で「地域の杉を活用した空間提案学生コンテスト 2022」一次審査の結果を発表します。

高架下から
木造都市を展望する


